
塩見岳（3046m）　 鳥倉林道よりピストン

2015年12月31日(木)～2016年1月2日(土)

メンバー：磯部S(リーダー)、藤田

12/31 晴れ

前日、昼過ぎに浜松を発つ。鳥倉林道は冬期閉鎖になっていて、冬ゲートから登山口まで約9kmの
林道歩きが 待ちかまえている（まっ、南ァは多かれ少なかれこんなモンだが）。
初日できれば三伏峠ではなく、本谷山まで足を伸ばせればと密かに企んでいたため、ヘッデンで林道はこ
なすことにする。

既に5,6台は駐まっていた冬ゲート前の駐車場でたっぷり仮（？）眠。案の定雪はまったくない。
黙々と歩くしかない林道を、１ピッチで終える。

夏ゲート前で。雪のｶｹﾗもない。

登山口からは、うっすらと雪が出てきて少し安堵。しかし、雪と木の根のミックス登山道は歩きにくい。
北斜面のトラバース道に出たら、やっと冬山らしくなってきた。ゆったりと高度を稼ぐ。



かつての冬メインルートである塩川林道は、公式通行止め。数年前の土砂崩れがそのままのようだ。
除雪も行われないため、鳥倉コースとのタイム差は30分程しか無いらしく、道も安定度に欠けるためか、
後者を選択するパーティーも増えているようだ。
なるほど塩川林道との分岐で見られた塩川へのトレースよりも、鳥倉コースの方が幾分多くついていた。

塩川林道との分岐

分岐からひと登りして、三伏峠。誰もいないが、冬期小屋に一張り、テントサイトにはたくさんの整地跡
があった。
天気は上々、少し黒っぽいけどかっこいい塩見が僕らを迎えてくれた。



三伏峠小屋（夏）



塩見岳！

時間も早く、体調もそこそこだったため、本谷山を目指すことにする。が、さすがに重荷での行動は疲れ
た。
本谷山を過ぎると樹林帯の中に数カ所すばらしい整地跡があったが、もうしばらく歩を進め適地にテント
を張った。
ふかふかの雪、積雪30cm位だろうか。
風はなかったが、夜半の冷え込みは想像以上だった。



テントサイトで、お疲れ気味のリーダー

＜タイム＞冬期ゲート前駐車場（4:40）‐鳥倉登山口（7:10）‐三伏峠（11:00）‐本谷山
（13:25）‐本谷山北東尾根2600m辺り（14:00）

1/1（金）元旦 晴天！

空が白々としてから行動開始。
五右衛門山のトラバース道、夏道への分岐路は赤テープが無かったら分かりにくい樹林帯の平坦地だ。
再び稜線に出れば、東の空は御来光で明るく透明な青となり、感動的だ。



2016年の初日を浴びる中央アルプス



仙塩尾根の果てに、仙丈ヶ岳と北岳

やがて塩見岳岩峰直下となり、塩見小屋（閉鎖中）からその迫力ある光景に感動。
いよいよ核心、気を引き締めて行く。基本的なアイゼン歩行、ピッケルワークさえ確実にできればザイルを
使う箇所はない。が、ガイド山行なのか、要所で使用しているパーティーも見受けられた。

風でかなり雪は飛ばされているミックス帯を過ぎ、傾斜が落ちると興奮の頂上。
ここまで来てやっと富士山が顔を出す。値打ち出してるな～、でも元旦の富士山を3000mの地点で見
れるなんて、今年はなんか良いことありそうかな！



塩見小屋と塩見岳。雪煙が御来光の中で舞っていた。



塩見岳頂上の藤田さん。風は強い。



雪煙踊る塩見岳東峰と富士山（感動的なんだけど・・白くない・・）

強風の中、早々と退散。下りは速い。
テントを撤収して、三伏峠の冬期小屋内にてテントを張る。後に１パーティーが小屋に入ってきた。
さすがに快適で、疲れを癒し、キムチ鍋と酒の晩餐会で元旦の夜は暮れた。



三伏山にて。 若いカップルに撮ってもらう（うらやましー）。

＜タイム＞本谷山北東尾根2600m辺り（6:10）‐塩見小屋（7:20）‐塩見岳頂上（9:00）
‐三伏峠冬期小屋（15:10）

1/2（土） 晴れ

今日はのんびり下るだけ。結局１０パーティー弱くらいあっただろうか、思ったよりいるなあという実感。
すべてトレースがついていたため、ワカンも必要なくスムーズに登頂できた。
新雪ラッセルもやりがいはあるが、ここ数年正月登山で登頂できたためしがない。
たまにはこんな山行も気持ちが良いものだ。



三伏峠小屋前のテント場から。左が塩見岳。結局ずっと見れた！



冬期小屋入口にて。二部屋あり、2～3張り可能。土間はない。



登山口にて、無事終了。でもまだ林道9kmか～



下りの林道は景色が良く、中央アルプスやら赤石岳方面も観望できた。



中央が３日間ずっとそばにいてくれた塩見岳。山行中はもちろん温泉浴槽からも
レストランのテーブルからも、その駐車場からも、最後まで振り向けばそこにこの光景！

ありがとう、青空さん

＜タイム＞三伏峠冬期小屋（7:30）‐鳥倉登山口（9:50）‐冬期ゲート駐車場（12:40）

以上 （磯部Ｓ記）


